平成２５年　第５回兵庫ユース委員会　　議事録
ユース委員会名語録『まだ開始１０分なのに、展開が速いよ』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作成:白川　龍彦
日時：2013年　10月20日【日曜日】１３時０５分～１６時３０分
◆場所：神戸市青少年会館　６階　会議室
◆参加者
副委員長：白川龍彦(神戸垂水)、梅田華奈(はりま) 
各地区：北村宗豊(阪神さくら)、安達充洋(神戸垂水)、入江精(姫路) 、小國健太郎（西播）
アドバイザリースタッフ：藤澤拓也(神戸65団)
担当コミッショナー：家門秀行(宝塚5団)、藤尾盛二朗(西宮11団)

※田井委員長は就職活動のため欠席。
◆議長：梅田副委員長
◆費用：27,100円(交通費)
◆報告事項
１、前回のユース委員会の報告
２、理事会(10/6)の報告
　県コミクルーからの支援について、ＶＳとＲＳを継続した１つの枠組み(アドレッセン)ととらえ、各　担当コミッショナー(家門氏・藤尾氏)２名体制で行う。具体的には野外活動の強化・各年代でやるべきことの考案など。ユースに対しては、ＷＢ研修所およびＪＯＴＩへの参加、HHAC2014(既に募集要項も完成)へのレンジャー・委員としての参加を望まれている。
※担当コミッショナーは、委員会が依頼するアドバイザリースタッフ(藤澤氏)とは違い、教育面・県連との連携の面での支援・助言をする。(変な方向に行きそうになったときに道を正す役割)。
３、各地区の報告（報告のあった所のみ）
阪神さくら地区：９月１日に西宮ワイルド塾の奉仕。9月16日の地区振興大会は台風で中止となったが、ユースで用意したポイントハイクは次年度に持越すことに。半年後にユース委員長が変わる見込み。
神戸地区：10月19～20日のkyss(神戸地区のユースキャンプ)は延期。赤十字献血奉仕・神戸学院大学学園祭(子供向け野外活動体験コーナー)を予定。
神戸垂水地区：10/27に地区のＶＳで防災講習会(県フォーラムのアクションプランに基づく)を実施。
　　　はりま地区：10/6に地区ユース委員会。10/27の活動振興大会ではユースとしてブースを設け、同年代に普段の活動の内容についてのアンケートをとる。
　　　姫路地区：9/8に地区振興大会。司会(ＶＳ)の補佐をした。
　４、Jamboree On The Internet（ＪＯＴＩ）に関する報告

　　　県国際委員会として今年度も実施。県連事務局を基地とし、Ｓｋｙｐｅのテレビ電話機能を用いて世界各国のスカウトと対話をする。白川副委員長が20日午前中に少しだけ参加。機械の不調で一対一の対話しかできなかったが、手軽に国際交流ができるという点は非常に良い機会である。なお、荒西国際委員長一人だけだったので、他の国際委員・ユースの協力が必要では。
５、全国ユースフォーラム(9/21～23・富士山麓山の村)の報告について
　　白川副委員長が参加。全国から５７人のモチベーションの高いＲＳが集まり、今後のＲＳの活動指針となる採択文・提言文を創った。兵庫のように県連を横断する組織が存在する県連は少なく、もっと誇りに思ってよいと感じた。それだけに兵庫から１名しか参加できなかったのは大変もったいない。またその組織力を生かして今回の採択文を推進できるようにしたい。

　採択文…http://www.scout.or.jp/_src/sc2962/h25saitaku.pdf (日本連盟HP)
　　意見：各県連盟の強み(兵庫なら、県連でユースフォーラムをした実績・県ユース委員会のような横断的組織の存在)を、全体に向けてアピールする時間をとらせてもらうようにすべきだったのでは。
　◆協議事項
１、県ベンチャーフォーラムの報告・評価・反省について
梅田副委員長作成の報告書を回覧。
・8/31～9/1の一泊二日で実施。従来と違い野外形式(洞川教育キャンプ場)で実施。
・ＶＳ１１人(ＶＬＡＣの米田・望月含む)が参加。ユース委員６人、藤澤ADS、家門副コミが奉仕。
・基調講演は植木さんが担当。
・災害を想定したゲーム、炊き出し風の食事など、テーマ【自然災害や環境被害に備える】を推しだした内容であった。

・採択文は下記。
☆採択文☆

みんなで守ろう みんなの命

☆アクションプラン☆

水害と地震の講習会と訓練を地域の人たちによびかけて行うことで地域の団結力を高め災害に備える。
範囲はほぼ個人の所属団か集まっても２～３団…地域で行う。
講習を専門家に受けて、みんなに説明。いきなり地域の人に説明するのではなく、家族　や周りの仲間に説明し、徐々にステップアップしていく。

☆提言☆

リーダーの皆様に場所の確保をお願い。
講師の依頼。
地域の人たちに呼びかける場合の広報の資金。
土嚢などの資材の調達、運搬。
各隊への迅速で十分な連絡。
・今回はプロジェクト性の継続性を見込んでテーマを前年度の県ベンチャーフォーラム→アフターフォーラムと同じものとしたが、参加地区が10地区中５地区と少なく、またテーマに沿った活動を行えている所もわずかであった。
・ＶＬＡＣについては、支援体制の不備・魅力の低下などの要因から、次期の希望者が出ず、解散となった。ただし、参加スカウトから、各地区ベンチャー会議の議長(地区ベンチャー会議がないところは地区内のＶＳを代表する者)どうしの会議を、３ヶ月に一回程度開催することが提案された。
・悪天候の中での野営が不評だったが、本来悪天候の中で自然の力について感じてもらうことが狙いであるべきだったはず。それができなかったのは、参加ＶＳにとって敷居が高かったからか？
・今後、団～地区～県連の双方向の情報の伝達を綿密に行う必要がある。
・責任の所在が曖昧。ユース？コミクルー？ＶＬＡＣ？ＶＳ(ＶＬＡＣ)の自治運営を謳っていてもそれが機能できなかった。ベンチャーフォーラムは以前のようにスカウト委員会が主管となってほしい。
・大変反省点は多かったが、これらを精査・改善するだけでも十分に次のフォーラムに活かせる。
２、全国ユースフォーラムの後の活動について
まず、全国ユースフォーラムの採択文と、中長期的指針(前回のユース委員会でも話された、ひょうごユースフォーラムを受けての県ユースの取り組み)およびひょうごユースフォーラム採択文をすり合わせようとしたが意見が出にくく、ざっくばらんに意見を出すこととした。
【中長期的指針・ひょうごユースフォーラム採択文とのすり合わせ】

・他のＲＳや指導者・後輩たちと関わることで(あるいは特定の趣味・関心をよりどころとするグループの中で)、自らの存在意義を見つける
・(実際の活動を通じた)ＲＳ活動のＰＲを地区内の各リーダーに対して行い、地区内のＲＳ(もしくはユース委員会)担当コミッショナー設置の必要性を訴える
・ＲＳ活動を見つめ直す勉強会の内容について。ユースフォーラムやアクションプランの報告・各種海外派遣の事例・普段のＲＳ活動の内容を共有。必要とされる技能・ＲＳ主体の社会貢献の企画実行について・ローバーとユースの違いについても考えてゆく。県ユース委員会でサポート。
・ＳＮＳ、ブログ、Youtubeなどを用いて県ユース委員会の活動を積極的にＰＲ。

・平時の県ユース委員会でも、普段のＲＳ活動内容・アクションプラン実践例の共有、海外派遣参加者を招致した座談会、(ＲＣＪ代表者と協力して)ＲＣＪの『正しい』方向性の周知を行う。
・普段のＲＳ活動の内容を幅広く共有することで、指導者としての活動にとどまらないＲＳを増やす。

【自由な意見】

・全国ＹＦの採択文…ＲＳコミュニティについて。ある意味県ユース委員会もこれなのではないか。
・ＲＳとなると漠然とした中で活動しているのがほとんど。自分たちで魅力を見出すには？
・魅力ある活動を自発的に行えるような、システム・プログラムをユース委員会で企画できれば。
・指導者としての業務に追われがちな部分はあるので、ユースに関われる時間がとれるかどうかはわからないが、今いるメンバーとともに考えていきたい。ただし疲弊しない程度に、が第一。
・ユース年代の指導者の中で、普段の悩みとかを相談しあえることが重要。
・ひょうごユースフォーラムでは、単なる指導者活動ではなく、ユース年代としての指導者という意識を持とうという話になった。だから勉強会という話が出たと思う。
・サッカーのU-17は日本代表として高校の公欠が認められるのに、(日本代表として行く)世界ジャンボリーで公欠が認められないのはなぜだ。国や教育機関に日本連盟から働きかけてほしい。スポンサーがついてくれれば、知名度も上がり、先生にも認めてもらえるのでは。
・よりよき『ボーイスカウトの』リーダーよりも、よりよき『社会の』リーダーになってほしい。
★兵庫県ユース委員会がアクションプラン実施の『ロールモデル』になれるように、次年度の年間計画を考えるうえで、これらを参考にしてはいいのではないか。
３、各常設委員会への出席者および意見集約
　　１０月２６日　(土曜日)　スカウト委員会　　梅田華奈
　　１０月２７日　（日曜日）　組織拡充委員会　安達充洋
　　１０月２７日　（日曜日）　指導者委員会　※未定
１１月２日　 （土曜日）　国際委員会　※未定

◆次回：第６回　兵庫県ユース委員会
　　　 　　平成２５年１１月１６日（土）　※開始時間・場所が変更になっております。ご注意ください。
　　　　 　１３：３０～１７：００　兵庫県民会館７階セミナー室にて開催予定
　　　　　 議長；田井委員長
